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新政とうかい

寺
て ら

門
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さ だ の り
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新政とうかい

武
た け

部
べ

　愼
し ん

一
い ち

　議員

問　スマート ICの
大型車用の取組は

答 　村が主体となり、真剣に取り組む　

問　脱炭素実施には
中長期計画が必要

答 　次世代に繋ぐ長期的取組を進める　

待
し
た
い
。

答　
今
年
度
は
第
３
次
東

海
村
環
境
基
本
計
画
を
策

定
す
る
。
国
で
は
法
整
備

を
進
め
る
な
ど
、
今
後
、

国
内
の
二
酸
化
炭
素
削
減

の
動
き
は
活
発
化
す
る
と

想
定
し
て
い
る
。
削
減
に

向
け
た
取
組
は
単
年
度
で

達
成
で
き
る
事
業
で
は
な

く
、
次
世
代
に
繋
ぐ
長
期

的
な
も
の
と
な
る
。
家
庭

で
取
り
組
め
る
こ
と
、
事

業
者
で
取
り
組
め
る
こ
と
、

そ
こ
に
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
い
て
、
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
基
に
検

討
し
、
脱
炭
素
を
目
指
し

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

問　
東
海
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

に
お
い
て
大
型
車
両
を
常

時
通
行
可
能
と
す
る
こ
と

は
、
平
成
21
年
の
設
置
以

来
の
懸
案
事
項
で
あ
る
。

ま
た
、
原
子
力
災
害
時
に

は
住
民
避
難
用
の
大
型
バ

ス
、
救
援
車
両
な
ど
が
乗

り
降
り
で
き
な
い
問
題
が

あ
る
。
特
に
下
り
車
線
の

ア
ク
セ
ス
道
路
が
課
題
で

あ
り
、
那
珂
市
の
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
解
決
に
は
、
那
珂

市
と
の
協
議
に
合
わ
せ
、

県
、
国
と
の
調
整
・
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
村
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
進
め
る
必
要
が
あ
る

問　
２
０
３
０
年
に
50
％
、

２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

目
指
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
改
正
案
が
成
立
。

脱
炭
素
の
実
施
に
は
、
確

か
な
中
長
期
計
画
が
必
要
。

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
調
査
推

計
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る

削
減
を
目
指
し
、
住
民
や

事
業
者
等
の
削
減
へ
の
理

解
活
動
、
意
識
改
革
が
必

要
だ
と
思
う
。
東
海
村
環

境
基
本
計
画
に
、
事
業
毎

の
対
策
案
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
デ 

ー
タ
を
基
に
、
効
果
的
な

脱
炭
素
活
動
の
推
進
を
期

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
大
型
車
両
常
時
通
行

の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
下
り
車
線
側
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
が
こ
れ

ま
で
の
課
題
で
あ
り
、
何

と
か
風
穴
を
開
け
た
い
。

那
珂
市
長
と
は
、
機
会
を

み
つ
け
て
話
を
し
て
い
る

が
、
那
珂
市
の
事
情
も
あ

り
進
ん
で
い
な
い
。
県
か

ら
は
、
東
海
村
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
課
題

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

村
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
動
か
な
い
と

進
ま
な
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
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地域脱炭素ロードマップ対策・施策の全体像
～地方から始まる、次の時代への移行戦略～

★2020 ★2025 ★2030 ★ 2050

５年間の集中期
間に政策総動員

全国で多くの
脱炭素ドミノ

脱炭素で強靭な活
力ある地域社会を
全国で実現

①少なくとも100か所の脱炭素先行地域
をつくる

②重点対策を実行 (省エネ住宅、電動車、
食ロス等）

★基盤的施策
①継続的・包括的支援、②ライフスタイルイノベーション、
③制度改革

(国・地方脱炭素実現会議（第3回資料1-2）内閣官房HPより抜粋加筆）

地域脱炭素ロードマップ対策・施策の全体像
～地方から始まる、次の時代への移行戦略～




